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学など幅広く集まり，普段関わりの少ない分野とも情報
の交換ができました。

1日目と 3日目は富山駅周辺の会議室にて，各自の研
究開発の発表を行い議論を交わしました。研究を始めた
ばかりの学生は，デジタル回路の予期しない動作が起こ
るが原因がわからないなどの問題，疑問を率直にぶつけ
ていました (図 1)。実際に，FPGA コードを表示しな
がらの相談などもありました。経験をある程度積んだ博
士課程の学生や若手職員は，FPGA ボード開発で失敗
するリスクの回避方法や泥臭い PCB 開発 (特に回路設
計やパターン設計) を効率よくすすめる方法などを経験
談を元にレクチャーしました。FPGA Zynq 勉強会の提
案等も行われ，実際に行われることになりました。成果
を重視する学会等とは違った発表内容で，研究開発にお
けるノウハウの共有という点で非常に有意義なものとな
りました。

2.2 神岡研究施設見学
今年の研究会では研究発表による交流の他に，神岡研
究施設見学が行われました。研究会の 2日目に行われ，
午前は Super-Kamiokande (以下 SK)についてを東京大
学の早戸良成さん，KamLANDについてを東北大学の
大谷将士さんにそれぞれ講演して頂きました。エレクト
ロニクスや DAQ について普段は聞かないような深い
ところまで話していただきました。SK の PMTは信号
量を稼ぐためターミネーションがなく，インピーダンス
マッチングで苦労したという話などは教訓になるもので
した。
午後からはヘルメットをかぶり，いよいよ神岡研究施
設の見学に行きました。見学した研究施設は，重力波検
出実験の CLIO，ニュートリノ検出実験の SK，反電子
ニュートリノ検出実験の KamLAND の 3 つの実験施
設です (図 2)。

図 2: 神岡研究施設見学

CLIO では通常の重力検出器の紹介以外にも計算機を
利用した干渉計制御を紹介していただきました。SK や
KamLAND では普段の見学では見ないようなエレクト
ロニクスハットの内部なども案内して頂きました。実際
に DAQ システムが稼働している様子なども見られ，設
置の苦労話なども聞かせて頂きました。

3 おわりに
今回の若手研究会は神岡研究施設の見学の関係から参
加者を 20人に限定しましたが，お互いに有意義な研究
会とすることができたと思います (集合写真: 図 3)。発
足から 3 年，若手の会の参加者は増え，情報共有数や
共有するための仕組みなどもどんどん充実してきていま
す。今後も若手間の交流をすすめ，研究開発を行う上で
の知識，ノウハウの蓄積を積極的に行っていきます。
参加して下さった若手の皆様，見学と講演を担当し
て頂いた神岡スタッフの皆様に感謝します。来年は九州
(仮)で研究会を行う予定になっていますので，興味のあ
る若手の方はぜひ参加して下さい。

図 3: 集合写真
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1 はじめに
2013 年 11 月 11 日から 15 日にかけて The 2013

International Workshop on Future Linear Colliders
(LCWS13)が東京大学にて開催された。LCWSは年に
1度開催されリニアコライダーを推進する研究者たちが
一堂に会する大きな国際会議である。東京が冬にさしか
かる寒さの中，約 350 名の研究者たちが集い物理・加
速器・測定器・ILCサイトについて熱い議論が行われた
（図 1）。個々の発表スライドは LCWS13のウェブペー
ジ (http://www.icepp.s.u-tokyo.ac.jp/lcws13/) に掲載
されているのでそちらを参照していただきたい。特に今
年の LCWSは昨年発見された新粒子がヒッグス粒子と
確定，ILC技術設計書（TDR）の完成，日本国内にお
ける ILCサイト候補地の一本化という 3つの大きな出
来事の後に開催され，よい盛り上がりを見せるとともに
リニアコライダー計画が現実に，確実に前進しているこ
とを実感できる会議であった。

2 会議の様子
2.1 ヒッグス粒子の発見を受けて

2012年 7月に発見された新粒子がヒッグス粒子であ
ることが確定された後の最初の LCWSであり，やはり
ヒッグスの物理とヒッグスを介した新しい物理に関する
議論が盛んであった。リニアコライダーではヒッグス粒
子だけでなくトップクォークに関する詳細な測定が可能
であり，ヒッグス粒子とボソン・フェルミオンとの結合
の強さを精度よく測定できることや，自己結合の測定，
さらに新物理探索の十分な可能性があることが初日の
Michael Peskin氏 (SLAC)講演でまとめられており，こ
れからの高エネルギー分野にはリニアコライダー実験が
必要であることを再確認できた。

INTERNATIONAL WORKSHOP ON FUTURE LINEAR COLLIDERS (LCWS13)
11-15 NOVEMBER 2013, THE UNIVERSITY OF TOKYO, JAPAN

図 1: LCWS13参加者の集合写真。

2.2 リニアコライダー新体制
2013年 1月に ILC運営委員会であった International

Linear Collider Steering Committeeの後継組織として
発足した Linear Collider Board(LCB)の駒宮幸男委員
長（東京大学 ICEPP）から新体制としての講演が行わ
れた。LCBメンバーは駒宮委員長とアジア・ヨーロッ
パ・アメリカからの代表各 5名，秘書の合計 17名で構
成され，ILC・CLICを含めたリニアコライダー計画の
方向性を示し，各国との調整・連携をはかり計画を推進
していくための船頭である。そして講演では喫緊の事項
として ILCについて集中的に取り上げており，最終的
な ILC研究所の構想や，今後の高エネルギー物理学界
のためにリニアコライダーが必要であり，コミュニティ
が共通のビジョンと認識をもってリニアコライダー計画
を推進していくことが重要であると強調して語られた。
また，リニアコライダーの全体組織だけでなく ILD
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図 2: 自由民主党・河村建夫議員による講演。

測定器コラボレーションの組織作りもこれまでよりも具
体的な議論がなされ，現在の大きな流れの中で ILC実
験が形作られてゆく様を大いに感じることができた。

2.3 ILCを巡る国内・国際情勢
ヒッグス粒子の発見と ILCが技術的に建設可能であ

ることをまとめたTechnical Design Report(TDR)が完
成したことを境に，実に大きな運動量をもって ILC計
画が推進していることを本会議を通して強く感じた。

TDRの完成を追うように日本における建設候補地が
学術的評価に基づいて東北の北上サイトが最適と評価さ
れたことや，日本学術会議から今後 2，3年かけた政府
機関を含めた集中的な調査・検討を進めることなどとし
た提言がなされたことは記憶に新しい。日本国内・外の
メディア発表では ILC建設に否定的な捉え方として報
道されたようだが，情勢をまとめた講演ではそれを払拭
するように，莫大な予算が必要な ILC建設には学術会
議の提言のように政府関係機関を含めた調査は必須事項
であり，着実に前進していることが強調されていた。

Linear Collider Collaboration（LCC）のディレクター
である Lyn Evans氏（CERN）の講演では，ILC計画
推進の動向として日本を訪問し各界の関係者，そして安
倍首相との会談について触れており，政治・経済の世界
との関係作りが着実に進んでいることが実感できた。
また，河村建夫リニアコライダー国際研究所建設推進
超党派議員連盟会長を迎えた初日最後の講演において，
政府による調査のための予算が申請されていることや，
世界初の国際協力研究機関を日本に誘致することの意
義・意欲が語られるとともに，ここからは政治家が頑張
る番だという言葉をいただき大変心強く感じた（図 2）。
そして，われわれ日本の研究者も一層の努力を継続し，
研究活動に邁進するだけでなく日本国内に ILCの認知度
を高めるとともに，科学への関心を高め全国から支えら

図 3: 一般講演の様子。杉山先生（左）と村山先生（右）。

れ活動していく土台を築くことが重要であると感じた。
3日目にはアジア・ヨーロッパ・アメリカの情勢をま

とめた講演に続きパネルディスカッションが行われ，世
界が日本に ILCを建設することを望んでいることを再
確認するとともに，国外からはもちろん国内の研究者た
ちも，日本政府からの ILC誘致に関する明確な声明を心
待ちにしていることが明らかであった。というよりも，
日本からの声明がない限り国際協力のもとでの ILC計
画は先に進むことができないとさえ感じられた。重要な
決定であることは理解できるが，いち早く日本政府から
色よい声明が出されることを期待している。

2.4 一般講演
11 月 14 日には村山斉氏（東大 Kavli IPMU/U.C.

Berkeley）と杉山直氏（名古屋大学）による一般講演が
行われ約 300人もの人々が訪れた。ビッグバンから現在
の宇宙に至るまでの話を，加速器実験と宇宙観測の観点
から大変分かりやすく講演されていた。高校生から壮年
の方まで幅広い年代の方々が出席されており，聴衆から
出された質問は鋭いものが多かったが先生方が分かりや
すく軽快に答えている様子は印象深かった（図 3）。

3 おわりに
紹介しきれていないことはたくさんあるが，ILC加速

器のR&DはTDRをベースに 1 TeVアップグレードに
ついての議論が進んでおり，測定器に関してもDetailed
Baseline Designを土台としてさらに技術を改良してい
く研究が進められている。現在はまさに重要な時期で
あり，われわれ若手研究者が中心となってリニアコライ
ダー計画に尽力したい。最後に LCWS13 の参加者と，
円滑に運営していただいた東京大学のローカルスタッフ
の方々に感謝の意を表して終わりとしたい。
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